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池田 巧･吉井 致 ･三宅信一郎･井上
昏文･田中 均川 1崎医大 )
詔長杯の動脈系の研究は､ヒトの動脈系を知る
上に韮変で､ヒトの破格が詔長頬で保存されてい
ることが和告されている｡孜々は霊長類の動脈系
の解析をおこなっているが､今年度は原猿類の動
脈系の造形写共を立体的に観察し､系統発生学的
に解析するとともにヒト胎児動脈系と比較検討し
下記の結果を得た｡
顎動脈 :頭部動脈系を理解するうえで､顎動脈
は発生過程において､アブミ骨動脈の消失にとも
ない外頚動脈へ供給が変更される韮要な部位であ
る｡観察した原猿類の顎動脈は基本的にヒトと同
様の分枝を示した｡
ヒト胎児動脈系と､ツパイ料､キツネザル科に
おけるアブミ冊動脈はヒト胎児g!5期､40日の動
脈系に桝似し､ロ.)ス科のアブミ骨動脈が中断さ
れた点で耶6籾､44日の動脈系と類似点が認めら
れる｡三Zifこマ チーセット科では中硬膜動脈が顎動
脈より分枝している点が第7期､52日に類似して
おり､個体発生と系統発生の間に密接な関係が認
められた｡
上肢の動脈系 :ロリス科にみられる動脈管束は
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